

令和５年度津波避難訓練実施報告書
　　　　　　　　　自治会名（自主防災会名）○○自治会　磐田太郎　
　

津波避難訓練の参加者数をご記入ください。（把握できる限りで結構です）
※自治会で避難場所が複数の場合は避難場所ごとに人数をご記入ください
	避難場所
	○○タワー
	避難者数
	５５　人

	避難場所
	□□ビル
	避難者数
	　 １０ 　人

	避難場所
	ＸＸ病院
	避難者数
	５　人

	避難場所
	
	避難者数
	人

	避難場所
	
	避難者数
	人


合計 70　人
	設問
	該当に○

	１避難に要する時間の確認
	Ｑ１緊急避難場所等までの避難時間
	1 全員、津波到達時間（19分）より前
	

	
	
	2 一部、津波到達時間（19分）より後
	

	
	
	3 全員、津波到達時間（19分）より後
	　　　○

	
	
	＜時間がかかった主な理由＞(②,③の場合)
非常持ち出し袋を探すのに時間を要したため。

	
	Ｑ２危険箇所の有無
	① ない
	　　　〇

	
	
	② ある
	

	
	
	＜危険箇所の具体例＞

避難経路の道に穴があって、逃げる時に危ないと感じた。


	
	Ｑ３避難場所・避難路における停電時でも使用できる夜間照明等(※)の有無
※懐中電灯等など携行できるものを含む
	① 避難場所・避難路　共にない
	　　　

	
	
	② 避難場所・避難路　どちらかのみない
	

	
	
	③ 避難場所・避難路　共にある
	　　　〇

	
	Ｑ４その他避難の際に不都合と感じた点
交通量の多い道路を横断するのに時間がかかる。

	２避難時間短縮のために改善すべき
　避難路を事前に把握する。非常持ち出し袋などを普段から、わかりやすい場所に置いておく。

	
３その他、気づいた点
　同じ避難路でも、時間帯や天候によって避難に要する時間が変わると感じた。


記入例





令和６年３月15日(金)までに提出


自主防災会長　→　各交流センター











様式１








